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説明しきれないことを指摘し， 2 期間モデルという新しいモデルを提案しているO 第 1 期の収入を消費・貯蓄・保険
料に分割し，第 2 期の収入と消費は生存しているか否かにより定まる確率変数であるとして，両期の消費という 2 変
数に基づく効用関数を考え，期待効用を最大にするには制御変数をどう定めるべきかという数理計画問題を定式化し，
代表的な効用関数の場合について具体的に最適解を求め，最適解の経済的意味づけなどにも言及している。これは従
来の保険数理では全く考えられていないモデルである。また，わが国では保険会社の規模が大きく加入者数が多いこ
とから，確率論における大数の法則が働くとして，諸種のランダムな量についても平均のみを用いて決定論的に扱っ
ても差し支えないとされてきたが，エイズ危険や災害による巨大危険，また，規制緩和による価格競争などを考慮す
ると，時間の経過にしたがって変動する保険給付の額は確率過程であるという原点に戻り，破産確率なども検討して
いる。この場合，非定常なポアソン過程に基づく複合過程モデルにおいて，事故発生のハザート比を積分したものに
相当するオペレーショナル・タイムの中に事業規模の変動要素も含むモデルを考える必要があるという視点から独自
の理論展開をしている O
以上の研究は，今後実務と学術の両面で発展し活用される可能性が高く，生命保険の数理科学的側面に大きな貢献
をするものであり 博士論文として価値あるものと認めるo
-126-
